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関係地方公共団体からなる険討の易  ′々用を
前号でお伝えしたように、 9月 28日 、国土交通省は83の ダム・ダム関係事業についての
「再検討」を、各事業主体に依頼 (指示 ?)しました。全国各地で、「再検討」が女台まってい
ます。「できるだけダムに頼らない治水」という標語が見え隠れするものの、これまでの事業

主体を検討の主体と位置づけています。そして「関係地方公共団体からなる検討の場」が主軸。

これで本当に十分な見直し。再検討ができるでしょうか ? 住民の声、河り|1工学以外の専門家
の視点が活かさる保証がありません。補助ダム (県営ダム)の 中には来年度予算での補助金獲
得を目指して「やはリダムが最適」という結論を早々に出したものもいくつか出始めています。

そもそも流域住民に真っ当に事業の説明もしてこなかった事業ばかりです。事業主体と関係

地方公共団体による「再検討」で、真に必要な見直しができるとは思えません。

岐阜県に関わるものとしては、内ヶ谷ダム (事業主体=岐阜県)、 木曽川水系連絡導水路 (事
業主体=水資源機構 )、 新丸山ダム (事業主体=国)について「関係地方公共団体からなる検
討の場」が設置されました。

☆  内ヶ谷 ダム  (検討主体=岐阜県/長良川支流亀尾島川上端 )
11月 25日 、「第 1回 内ヶ谷ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」が開催
され、すぐ翌日から「ご意見募集Jが始まりました。しかし岐阜県が公表 。公開している一定
まとまった資料は、この「第 1回検討の場」資料だけしかありません。

長良川市民学習会ロシンポジウム

「長良川に内ヶ谷ダムは必要か ?」

● 2月 5日 (土)13時 30分 ～ 16時
● ハートフルスクエアG 大研修室

基調講演 :内ヶ谷ダムは洪水対策に有効か
講 師 :今本 博健 京大名誉教授

シンポジウム :長良川に内ヶ谷ダムは必要か ?
パネラー :須田道康(NPO法人ギンブナの会事務局長)

亀崎敬介 (長良り|1水系・水を守る会事務局長)
コメンテーター :今本博健 京大名誉教授
コーディネーター :武藤仁 (長良川市民学習会事務局長)

主催 :長良川市民学習会  (連絡先)武藤 090… 1284-1298
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岐阜県ＨＰを見、岐阜県河川課にも問い合わせを

し、情報公開請求も行いました。期間延長の末に、

１１月２２日になって、ようやく幾らかの文書の開

示を受けましたが、分からないことだらけ、不十分

です。つまりは流域住民・岐阜県民は、ほとんど何

の説明もされず、資料も提供されないまま 「広く、

意見を聴いた」ことにされてしまう仕組みです。

他方、これまでこのダム計画に「丸適マーク」を

与え続けてきた岐阜県事業評価監視委員会では、昨

年６月から準備をし 「岐阜県独自の評価軸」とい、

うものまで出しています。この事業評価監視委から

「検討の場」に２名の構成メンバーが出、さらに何

度も事業評価監視から意見が聴かれることになって

います。何重にも「予断あり」です。

、 、私たちは 意見募集期間中の１２月９日－１０日

今本博健・京大名誉教授に来岐頂き、長良川を郡上

に向かって遡りました。この調査行を経て、今本先

生から「現在の国の方針である定量方式に基づいた

としても内ケ谷ダムの治水効果がきわめて限定的であり、建設するに値しない」という意見が

岐阜県に出されました （ → ２／５ シンポジウム）。

重篤な金欠病の岐阜県です。こんな役立たずダムにＧＯサインを出してしまったら、すぐに

対策を講じるべき危険な箇所が放置されてしまいます。岐阜県住民全体にとって危険です。

内ヶ谷ダムを中止させ、岐阜県の河川行政を転換する取り組み行っていきます。

（検討主体＝水資源機構・中部地方整備局）☆ 木曽川水系連絡導水路

１２月２２日午後に「第 回 木曽川水系連絡導水路事業の関係地方公共団体からなる検討1

の場 幹事会」が開催されました。午前中には新丸山ダムの「検討の場」がもたれています。

地方公共団体として最も負担の大きい愛知県と、それに次ぐ名古屋市。２月６日投開票の愛

知県知事選と名古屋市長選を前にした「政治空白」の中での開催の意味は何なのでしょう？

当日の特徴的な発言を取り出し、コメントを記します。

「４６６世帯、１５００人の方々の犠牲があって徳山ダムは作られた。この方々＜岐阜県＞

の気持ちからすれば、徳山ダムの水を早く有効に使ってほしいので、導水路建設を促進してほ

しい」… 岐阜県のお役人が、徳山村の方々の気持ち云々するのは腹立たしい 「山林公有地。

化事業」が進まないのも、徳山村の方々が、岐阜県及び水機構・国交省に対して根底的な不信

感もっているからではないか！！！ また、岐阜県は「愛知県や名古屋市は、早く徳山ダムの

開発水を使うべきだ」と言える立場ではない。岐阜県が「大垣地域に必要だ」として（大垣地

域の水道事業者と相談もせずに）確保した の水道水と の水を使う見通しは存1.2m3/S 1.4m3/S

在しない。全く以て「要らない水」だから、取水・導水・浄水施設計画の一片だになく、一般

会計から償還している（異常事態！ 。）

「東濃・可茂地域の利水安全度向上のために導水路は不可欠だ」… 岐阜県はこの導水路事

業には利水者としては参加していない。また、導水路事業の「異常渇水時の緊急水補給」は河

川環境の改善のためであって「 計画上は』一滴たりとも水道水になることはない （＝中部地『 」
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整河川部）のだ。だが中部地整河川部は逃げる 「…水系総合運用ができれば取水制限は大幅、

に減る」と。計画上は「ない」が幾つもの「～たら～れば」を重ねれば「ある」？？ 建設の

ための屁理屈という他はない 「～たら～れば」を重ねる話なら、８９０億円の導水路建設よ。

り 「木曽川の水利用の新ルール作り」のほうがよほど現実的かつ合理的・効果的だ。、

「徳山ダムができちゃった導水路」論の全面展開。＜愛知県＞

「徳山ダムの水を使うことを前提に徳山ダム事業に参加した 「徳山ダム事業と導水路事業」

は一体だ 「仮に導水路事業が中止となったら、徳山ダム事業費は返還して貰えるのか？」」。

息巻く愛知県に対して、中部地整河川部のＳ氏はツルっとおっしゃった。

「徳山ダムは、揖斐川の洪水調節及び流水の正常な機能の維持という形ですでにその機能と

効果を発揮しています。また、発電所も建設中です。導水路事業は徳山ダム本体とはは一応別

事業でございます」… 徳山ダムの「効果」は発揮されている？！？

「平六渇水のときにはシジミが多く死んで水産業に被害が出たから、導水路を作＜三重県＞

って異常渇水時の緊急水を確保してほしい」… 平六渇水のときにシジミが大量死したこと

と、木曽川大堰の流量との科学的因果関係は存在しない。河川管理者が作出した「根拠無き根

拠」が大手をふってまかり通っている。

さすがに名古屋市長選を控えて慎重な発言に終始。どの市長候補もこの導水路＜名古屋市＞

事業には消極的、名古屋市は導水路事業の旗振り役にはならないだろう。が ”横並び”の面、

も捨てていない。今後の推移次第でどちらにも転べるように工夫したモノイイであった。

「検討の場 幹事会」資料２のＰ２４とＰ２５は「意味深」である。

岐阜県への共同緊急要請と今川・内ヶ谷
１１月２４日、当会を含む主として岐阜県の

木曽川水系に足場をおいて活動する８つの市民

団体団体が、岐阜県に対して 「長良川」に関す、

る緊急の共同要請を行いました。

・・・・・・・ ・・・・・・・・要請事項

１ 「最優先で検討する」としている内ケ谷ダ

ムについて、その事業の中味をきちんと説明

すること 県民への説明が不十分なままに 来。 「

春までに検討結果を出す」などと時間を区切

らないこと。

２ 木曽川水系導水路事業計画を白紙に戻すこ

とを、国に意見表明すること。

水資源機構が行うとされる「検討」が、透明

性・公開性が担保されるものであることを、

岐阜県として強く要求すること。

３ 長良川河口堰のゲート試験開放に向けた働

きかけをすること。

長良川河口堰運用１５年 に関する県民 特「 」 （

に流域住民）の意識をしっかりと受けとめる場を丁寧に設けること。

４ 「涸れた今川」の状況説明と対策について必要資料を揃えて説明すること。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当会としても、今年度いっぱいは、引き続き「長良川」の問題に取り組んでいきます。



- 4 -

ＣＯＰ１０ 生物多様性交流フェア
２０１０年１０月 「市民による『豊かな海、

』 」 。づくり大会 実行委員会 として参加しました

、 、主として長良川河口堰問題を訴え 全国各地

さらに国際的なの市民と交流することができま

した。長良川を流域住民・市民の手に取り戻す

ための大きな一歩となりました。

「長良川河口堰のゲートを上げよ！」の声は、

市民権を得た、といえるでしょう。

2010.11.21 涸れた今川 「小さな命」救出作戦
後藤宮子先生が３０年間毎日続けて、登り落

ち漁で魚類をとって記録を取られた今川。その

今川に水がありません。地元のＮＰＯ法人ギン

ブナの会からのＳＯＳで、市民が動き、マスコ

ミもとりあげました。

１１月２１日には、岐阜県美濃土木事務所が

ギンブナの会に呼びかける形で、橋脚の水たま

「 」 。りに残った生き物の 救出作戦 を行いました

多くの子ども達も集まりました。左の写真は、

岐阜県博物館の学芸員から、生き物についての

説明を聞いているところです。

（「長良川市民学習会」「導水路はいらない！愛知の会」への協力を含む）２０１０年会計報告
会としての残高 ,105収入 239,309 （現金繰り越しを除く） 751

9,396支出 現金389,595
161,597郵便局

支出内訳 銀行 ＊580,112
118,131通信費

801,562郵送費 前年からの繰り越し70,110
82,240 44,487他団体の活動協力 現金
87,695 249,697資料・記録費 郵便局
31,419 505,780紙･文具･機械保守及び雑費 銀行

＊ 徳山ダム建設中止を求める会」の運動の記録を残す作業の一環として、法政大学サスティ

ナビリオティ研究機構（サス研 ・環境アーカイブズプロジェクトに資料を寄贈すると同時に）

寄付を行うという形で、徳山ダム裁判資料の保存と電子化を行いました。

(振込手数料調整後)弁護団費用残金 \ 422,581、サス研へ寄付 \ 350,000 → 銀行に＋\ 74,332

１月３０日午後、法政大学市ヶ谷キャンパスでの第１３回サス研フォーラムで、事務局長・

近藤ゆり子が発言します。詳細は事務局にお問い合わせ下さい（ブログにも載せます 。）

徳山ダム建設中止を求める会 代表：上田武夫「やめよ！徳山ダム」
http://www.tokuyamadam-chushi.net http://tokuyamad.exblog.jp/公式 HP 事務局長ブログ

編集責任：近藤ゆり子 大垣市田町１－２０－１事務局 〒 503-0875
TEL/FAX Email k-yuriko@octn.jp０５８４－７８－４１１９ ：

カンパ歓迎郵便振替：00800-7-31632 年会費 １０００円
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い
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
導
流
堤
の

一

部
が
七
月
中
旬
～
八
月
中

旬
の
豪
雨
で
流
さ
れ
た
。

以
後
、
強
い
流
れ
で
土
砂

が
削
り
取
ら
れ
、
河
床
が

低
く
な
っ
て
い
た
本
流
の

み
に
流
れ
が
集
中
。
分
岐

点
か
ら
下
流
二

・
五

ロ
キ
が

干
上
が

っ
た
。

今
川
の
水
を
農
業
用
に

引
い
て
い
た
地
域
に
は
水

が
行
き
渡
ら
な
く
な
り
、

住
民
は
八
月
以
降
、
本
流

と
の
分
岐
点
近
く
か
ら
導

水
路
を
掘
リ
ポ
ン
プ
で
取

水
し
て
対
応
し
て
き
た
。

漁
場
が
な
く
な

っ
た
こ
と

に
よ
る
ア
ユ
漁
な
ど

へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ
、
県
は

流
れ
を
戻
す
た
め
、
導
流

堤
の
復
旧
工
事
を
九
日
か

へ

今
夏
の
豪
雨
後

水
枯
れ
る

20101110 中日新聞

住民ら

2010年 (平成22年 )11月 2日 火曜日 :

＼
ら肺勒鏡にはヽ
県内の一愕居瀾葬孵鋤動耐申お流
さ
れ
た
現
場
や
、
近
く

の
本
流
で
、
県
が
水
害
対

策
の
た
め
進
め
て
い
る
河

道
掘
削
工
事
を
見
て
回

っ

た
。学

習
会
の
武
藤
仁
事
務

局
長
余
Ｓ
は

「
河
川
は
環

境
も
利
水
も
大
事
だ
が
、

枯
れ
て
し
ま

っ
て
は
す
べ

て
を
失

っ
て
し
ま
う
。
今

川
の
河
床
は
本
流
の
水
位

よ
り
高
い
。
導
流
堤
の
修

復
だ
け
で
な
い
、
根
本
的

な
対
策
が
必
要
だ
」
と
話

し
た
。
　

　

（中
尾
吟
）

乗斤 闇漉 島

干上が つた河床を歩 く参カロ者=関市戸田で

国
と
の
闘
い

ひ輩藤田さんが回顧録

建
設
省

（現
国
土
交
通
省
）

¨

が
木
頭
村

（現
那
賀
町
）
で
進

一

め
た
細
川
内
ダ
ム
計
画
が
中
止

¨

と
な
っ
て
か
ら
１１
月
で
丸
１０
年

一

と
な
る
の
に
合
わ
せ
、
当
時
村

一

長
と
し
て
計
画
に
反
対
し
た
藤

一

田
恵
さ
ん
（７．
）＝
神
戸
市
＝
に

一

よ
る
回
顧
録

「国
を
破
り
て
山

一

河
あ
り
」

（
四
六
判
、
■
９
２

¨

浴
ハ
小
学
館
添

饉

讐

れ
た
。
一

藤
田
さ
ん
が
ダ
ム
計
画
中
止
へ
一

向
け
て
奔
走
し
た
様
子
を
秘
話

一

を
交
え
て
述
懐
し
て
い
る
。　
　
一

藤
田
さ
ん
は
■
９
９
３
年
４
月

に

「ダ
ム
反
対
」
を
掲
げ
て
村
長

に
当
選
し
、
建
設
省
、
県
と
真
っ

向
か
ら
対
立
し
た
。

「動
き
出
し

た
公
共
事
業
は
止
ま
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
た
時
代
だ
っ
た
が
、
２
０

０
０
年
Ｈ
月
に
扇
千
景
建
設
相

（当
時
）
が

「中
止
」
を
宣
言
。

国
の
大
規
模
ダ
ム
計
画
で
初
め
て

中
止
さ
れ
た
と
し
て
全
国
的
な
注

目
を
集
め
た
。
回
顧
録
で
は
、
藤

田
さ
ん
が
そ
の
過
程
を
中
心
に
回

述
ス
タ
イ
ル
で
紹
介
し
た
。

ダ
ム
反
対

一
色
と
み
ら
れ
た
村

だ
っ
た
が
、
藤
田
さ
ん
に
は

「３

分
の
■
が
絶
対
反
対
、
３
分
の
■

が
容
認
、
３
分
の
■
が
ど
っ
ち
つ

か
ず
」
に
映
っ
た
と
い
い
、
村
内

外
の
あ
つ
れ
き
に
苦
労
し
た
状
況

を
振
り
返
っ
て
い
る
。

腐
心
し
た
の
が
人
脈
づ
く
り
。

特
に

「ダ
ム
を
止
め
る
に
は
国
会

議
員
を
動
か
す
し
か
な
い
」
と
、

村
長
就
任
前
に
労
働
組
合
運
動
を

し
た
こ
ろ
の
つ
て
を
頼
っ
て
働
き

掛
け
に
力
を
注
い
だ
。

人
脈
を
駆
使
し
、
亀
井
静
香
建

設
相

（当
時
）
に

「中
止
」
寄
り

の
答
弁
を
働
き
掛
け
た
逸
話
も
。

亀
井
氏
は
■
９
９
７
年
３
月
の
参

院
予
算
委
で

「任
期
中
に
結
論
」

と
、
後
の

「
一
時
休
止
」
に
つ
な

が
る
答
弁
を
し
た
。

藤
田
さ
ん
は

「よ
く
あ
ん
な
こ

と
が
で
き
た
な
あ
、
と
あ
ら
た
め

て
思
う
。
経
緯
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「国
を
破
り
て
山
河
あ
り
」
は

■
４
７
０
円
。

藤 田恵 さん

元木頭村長の藤田恵 さん

が出版 した「国を破 りて

山河あ り」

国
を
破
い
て

山
河
あ
り
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20101218 中日新聞□
設
楽
ダ
ム
な
ど
国
土
交
通
省
、
水
資
源
機
構
が
施
工
す
る
東
海
地
方
の
ダ
ム

事
業
の
検
証
が
始
ま
っ
た
。
関
係
自
治
体
か
ら

「今
さ
ら
何
を
」
の
声
も
あ
る

ム
の
造
ら
れ
る
豊
川
水
系
の
河
川
整
備

計
画
で
想
定
さ
れ
た
基
準
点
、
愛
知
県

新
城
市
石
田
の
大
洪
水
時
計
画
流
量
毎

秒
七
千
百
立
方
房
の
根
拠
は
確
実
か
。

ま
た
設
楽
ダ
ム
で
毎
秒
千

三
百
五
十
立

方
肝
が
調
節
で
き
る
の
か
。

近
い
将
来
の
水
需
要
の
想
定
は
過
大

で
は
な
い
か
。
総
貯
水
量
九
千
八
百
万

立
方
房
の
う
ち
六
千
万
立
方
房
が

「流

水
の
正
常
な
機
能
維
持
の
流
量
」
と
さ

れ
て
い
る
の
も
十
分
な
説
明
が
さ
れ
て

い
な
い
。
　

　

　

。

民
も
思
う
存
分
に
意
見
を
ぶ

つ
け
、
検

証
を
進
め
て
は
し
い
。
結
論
が
ど
う
で

あ
れ
、
事
業
の
影
響
を
受
け
る
住
民
の

生
活
再
建
に
日
配
り
は
当
然
で
あ
る
。

既
設
ダ
ム
の
再
開
発
で
あ
る
新
丸
山

ダ
ム
、
未
着
工
で
地
下
ル
ー
ト
が
大
部

分
の
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
は
、
設

楽
の
よ
う
な
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る

深
刻
な
問
題
は
少
な
い
。
よ
り
冷
静
な

検
証
作
業
を
期
待
す
る
。

木
曽
川
導
水
路
、新
丸
山
ダ
ム

県など参カロ

国
の
ダ
ム
事
業
見
直
し
一　
導
水
路
は
、
損
斐
川
と

を
受
け
、
中
部
地
方
整
備

一
木
曽
川
を
全
長
四
十
三

ロ
キ

局
は
二
十
二
日
、
徳
山
ダ
一
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
結

ム
の
水
を
木
曽
川
に
流
す

一び
ヽ
徳
山
ダ
ム
の
水
を
流

め
ど
は
立

っ
て
い
な
い
。

設
楽
ダ
ム

（愛
知
県
）
は
、
検
証
主

体
の
国
交
省
中
部
地
方
整
備
局
と
七
自

治
体
の
参
加
す
る

「
関
係
地
方
公
共
団

体
か
ら
な
る
検
討
の
場
」
が
、
す
で
に

開
か
れ
て
い
る
。

新
丸
山
ダ
ム

（岐
阜
県
）
は
同
局
と

県
）
は
同
局
、
水
資
源
機
構
中
部
支
社

と
十

三
自
治
体
か
ら
な
る

「検
討

の

場
」
幹
事
会
を
二
十

二
日
に
開
く
。

設
楽
ダ
ム
検
討
の
場
で
は
整
備
局
側

が
、
ダ
ム
に
代
わ
る
治
水
対
策
と
し
て

河
道
掘
削
や
霞
堤
、
利
水
で
は
水
系
間

導
水
、
既
得
水
利
の
転
用
な
ど
複
数
の

手
法
を
説
明
し
た
。

一
方
、
事
業
推
進

の
自
治
体
首
長
か
ら
は

「
設
楽
ダ
ム
は

検
討
し
尽
く
し
た
。
こ
れ
以
上
の
検
証

は
無
駄
」
と
の
声
が
続
い
た
。

ダ
ム
サ
イ
ト
予
定
地
の
設
楽
町
長
は

「
二
十
七
年
か
け
真
剣
に
議
論
し
、
補

償
基
準
妥
結
、
建
設
同
意
に
至

っ
た
。

そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
途
方
に
く

れ
る
状
況
だ
」
と
訴
え
た
。

長
い
間
事
業
計
画
に
翻
弄
さ
れ
、
生

活
の
場
が
水
没
で
移
転
を
決
断
し
た
住

民
ら
の
心
情
は
、
十
分
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
設
楽
と
並
び
注
目
の
八
ツ

場
ダ
ム

（群
馬
県
）
は
、
先
に
馬
淵
澄

夫
国
土
交
通
相
が
建
設
中
止
の
前
提
を

事
実
上
、
撤
回
し
た
。
む
し
ろ

「
予
断

な
き
検
証
」
の
趣
旨
に
合
致
す
る
と
も

い
え
る
。

し
か
し
設
楽
を
初
め
か
ら
検
証
不
要

で
議
論
を
封
じ
込
め
れ
ば
、

「
ダ
ム
あ

り
き
」
の
逆
の

″
予
断
〃
に
陥
る
。
ダ

炒
ポ

刀
］

予

断

を

捨

て
議

論

し

よ

う

基
礎
的
資
料
を
公
冒

た
上
で
、
自
治
体
も
住

て
」
と
い
つ
た
意
見
が
出

た
。
取‐り
ま
と
め
碍
期
の
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来隻
９
放
流
で
環
境
改
善

長 良 川
国
土
交
通
省
と
水
資
源
機
構
は
長
良
川
河

口
堰

（
二
重
県
桑
名
市
）
上
流
の

水
質
保
全
の
た
め
、
ゲ
ー
ト
を
上
げ
て

一
時
的
に
放
流
量
を
増
や
す

「
フ
ラ

ツ

シ

ュ
操
作
」
の
回
数
を
来
年
度
か
ら
倍
増
す
る
方
針
を
固
め
た
。
夏
場
に
酸
素

が
欠
乏
す
る
底
層
部
分
に
新
鮮
な
水
を
流
し
、
魚
や
貝
類
な
ど
底
生
生
物
が
生

存
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

醐

”

褥

一
一
一

会
の
初
会
合
を
開
い
た
。

県
は
ダ
ム
の
治
水
効
果
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
遊

水
地
の
確
保
や
河
道
掘
削

な
ど
二
十
五
の
代
替
案
を

示
し
た
。

検
討
会
は
西
藤
公
司
副

知
事
や
関
、
郡
上
、
美
濃

の
各
市
長
、
岐
阜
市
副
市

長
ら
で
構
成
。
国
は
検
証

作
業
の
中
で
ダ
ム
以
外
の

洪
水
対
策
も
検
討
し
、
コ

ス
ト
や
実
現
性
な
ど
七

つ

の
評
価
軸
に
添

っ
て
総
合

的
に
比
較
評
価
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

県
は
評
価
の
対
象
と
な

る
対
策
と
し
て
、
ダ
ム
と

代
替
案
を
提
示
。
ダ
ム
建

設
は
実
現
可
能
で
治
水
効

果
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。

代
替
案
で
は
遊
水
地
や
河

道
の
掘
削
、
堤
防
の
か
さ

上
げ
な
ど
に
治
水
効
果
が

あ
る
と
説
明
。
ほ
か
に
治

水
効
果
は
不
確
か
と
し
な

が
ら
、
水
田
や
池
、
沼
な

ど
の
遊
水
機
能
を
生
か
す

方
策
も
挙
げ
た
。

尾
藤

義

昭

関

市

長
は

「堤
防
の
か
さ
上
げ
は
難

し

く
、
立

ち

退

き

も
必

要
。
水
の
調
節
の
た
め
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
ダ
ム

に
頼
る
し
か
な
い
」
と
述

べ
た
。
市
民
団
体

「長
良

川
市
民
学
習
会
」
の
武
藤

仁
事
務
局
長
は
会
議
を
傍

聴
し
て

「ダ
ム
あ
り
き
で

進
ん
で
い
く
感
じ
を
受
け

た
」
と
語

っ
た
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

二
〇
〇
六
年
に
試
験
嵩
恭
を
始
み

た
ダ
ム
で
、
湛
水
に
よ
る
環
境
の
変
・

化
を
調
べ
る
た
め
水
資
源
機
構
中
部

支
社
が
水
鳥
を
調
査
。
カ
ワ
ウ
は
ダ

ム
に
水
が
た
ま

っ
て

一
年
目
の
〇
七

年
は
ゼ

ロ
、
二
年
目
の
〇
八
年
も
六

羽
だ

っ
た
が
、
今
年
六
月
に
は
百
四

十
九
羽
が
確
認
さ
れ
た
。

201011.26 中日新聞 (岐阜県版)

揖斐川町の徳山ダムで、これ

まで繁殖期の 6月に数羽しか確
認されていなか つたカワウが、

今年は149羽 も見つか り、繁殖

1 地にな つている ことが分か つ

昨年まで数羽今年149羽

」2号 生態系への影響懸念

201011.05 中日新聞占

ア
ユ
の
生
思
に
悪
影
響

を
与
え
る
外
来
種
コ
カ
ナ

ダ
モ
の
駆
除
作
業
が
四

日
、
揖
斐
川
町
岡
島
の
揖

斐
川
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
揖
斐
川
で
は
上
流
の

徳
山
ダ

ム
が
完
成
し
た

二
〇
〇
八
年
ご
ろ
か
ら

コ
カ
ナ
ダ
モ
が
急
に
増

え
始
め
、
漁
業
関
堡
童
か

危
機
感
を
募
ら
せ
て
い

機
構
は
二
十
四
日
、
名
古
屋
市
で

一

開
い
た
ダ
ム
に
よ
る
環
境
変
化
を
調

一

べ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

「徳

一

山
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
会
」
で
有

一

識
者
の
委
員
に
急
増
を
報
告
。
委
員

一

か
ら
は

「
エ
サ
と
な
る
魚
が
ダ
ム
湖

一

で
急
増
し
て
い
る
と
い
っ
た
変
化
が

一

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
生
態
系
全
体

一

が
ど
う
変
わ

っ
て
い
く
か
、
き

っ
ち

一

り
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
指

一

摘
が
出
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

機
構
は

「繁
殖
地
状
態
が
続
く
か

一

継
続
調
査
が
必
要
」
と
し
て
水
鳥
の

一

調
査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
二
〇

一

一
四
年
に
予
定
し
て
い
た
ダ
ム
湖
の

一

魚
類
調
査
の
前
倒
し
を
検
討
す
る
こ

一

と
を
決
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

カ
ワ
ウ
は
全
国
的
に
食
害
が
問
題

一

と
な

っ
て
お
り
、
別
の
委
員
か
ら
は

一

「
カ
ワ
ウ
対
策
も
早
め
に
検
討
す
べ

一

き
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
も
出
〓

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

は
ダ
ム
完
成
前
の
二
〇
〇

七
年
度
が

一十
四

ン
ト
だ

っ

一
た
の
に
対
し
、
本
格
稼
働

後
は
〇
八
年
度
が
十

二

ント
、
〇
九
年
度
が

一
〇

・

八

ン
ト
と
半
分
に
落
ち
込
ん

で
い
る
。
　

（日
本
太
）

外
来
コ
カ
ナ
ダ
モ
駆
除

ア
ユ生
育
墾
口
地
元
中
学
生
ら
作
業

揖
斐
川
中
部
漁
協
の
石

コ
カ
ナ
ダ
モ
は
北
米
原
一原
潤

一
郎
組
合
長
全
じ

産
の
沈
水
植
物
で
ハ
ア
ュ
一は
、
コ
カ
ナ
ダ
モ
の
大‐
繁

貿
一斐
孫
野
順
鞭
卸製
鍮
畔躊

中
部
漁
協
に
よ
る
と
昨
年
一
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、

は
特
に
繁
殖
量
が
多
く
、
ニ
ダ
ム
稼
働
で
水
量
が

一
定

求めるゲート開
放ではない。こ

これは市民の

れでは汽水域
は復活しない。

| は誅 鑽  徳
山
ダ
ム
カ
ワ
ウ
急
増

一

生態系破壊は
進行している。

徳山ダによる

←  ↓

立

つ
。
・

こ
の
日

の
駆
除
作
業

は
、
川
の
水
量
が
減
る
用

水
取
水
ゲ
ー
ト
の
点
検
に

合
わ
せ
て
実
施
。
漁
協
組

合
員
や
地
元
中
学
生
、

県
、
町
の
職
員
な
ど
麹
自

人
が
川
に
入
り
、
約
四
時

間
か
け
て
一
面
に
広
が
る

コ
カ
ナ
ダ
モ
を
引
き
抜
い


